
す。
樹脂製窓は２×４の壁厚より小さ
く作ってあります。ある種の材料を、
窓枠の空きスペースに継ぎ足す必要
があります。多くの場合、米国では
石膏ボードで覆います。これは、日
本の在来工法住宅でも、延長枠の代
わりに使える簡単かつ安上がりな方
法です。

データ４

壁厚の比較
・軸組工法
下地合板＋間柱＋石膏ボード＝１２９ミリ
（１２ミリ） （１０５ミリ）（１２ミリ）
・ツーバイフォー工法
下地合板＋間柱＋石膏ボード＝１１３ミリ
（１２ミリ） （８９ミリ）（１２ミリ）
１２９ミリー１１３ミリ＝１６ミリ
軸組工法の壁が１６ミリ厚い
確認事項

１．取付け方の違い ツーバイフォー
工法と軸組工法

２．額縁の手配 ３つの方法

１．取付け方の違い
――ツーバイフォー工法
と軸組工法

北米のツーバイフォー工法（枠組
壁工法）では１６インチもしくは２４イ
ンチピッチの間柱を使っています。
この間隔は、一般の住宅建設の設計
基準に合致するよう開発されまし
た。米国の多くの窓・ドアは、１６イ
ンチ（４０６ミリ）、２４インチ（６１０
ミリ）の間柱の間隔より大きく作っ
てあり、荷重のかかるまぐさを窓・
ドアの上に設けることを前提にして
います。
米国製の窓・ドアは、さまざまな
サイズに対応できるようになってお
り、必ずしも１６インチモデュール、
２４インチモデュールに縛られてはい
ません。建築士によっては、ある種
の持ち味を出すために、窓も特定の
サイズで、取付け位置にも工夫を凝
らしています。米国の建築基準法に
よれば、寝室用窓に大きさの規制が
あり、家屋全体についても、断熱性
能に関する規制があります。これら
の規制以外には特になく、後は美観
を重視した作りにこだわっていま
す。
米国の住宅では、荷重はまぐさに
かかるようにしてあります。米国製
窓・ドアを在来工法で使う場合、柱
もしくは間柱の位置をある程度修正
する必要があるでしょう。柱は、構
造上問題がなければ、次のモデュー
ルの位置まで拡げたり、間柱をドア
や窓の近くにあてがうこともできま
す。窓・ドアの位置や仕上げ床から
の窓の高さは、建築士が決めます。
米国製窓・ドアを在来工法に使う
にあたり、窓のサイズを決める一番
の近道は、窓の位置を決め、ラフ開
口の最大の寸法を算出することで
す。メーカーのカタログを見ながら、
ラフ開口に入る最大の窓を探しま

す。柱の間に間柱を打ちます。柱の
モデュールより大きな窓は、次のモ
デュールに調整する必要がありま
す。
在来工法が窓やドアに適切な寸法
になっているか、柱を除去する必要
がないかを確かめることは設計士、
施工者の責任です。
日本の在来工法では、窓やドア付
近の間柱は二重柱になっていませ
ん。米国では、上部の荷重を逃すた
めに二重にしています。さらにこの
二重柱が、額縁の釘止めが広い面積
で行なえるようにします。従来の額
縁は６インチ（１５２ミリ）幅までで
す。二重柱は額縁を石膏ボードと面
合わせするのに便利です。
基本的に、日本製の窓を取付ける
のと同様、米国製窓も柱にぴったり
とはいきませんが、それと同じ方法
が使えます。唯一の違いはラフ開口
部の寸法です。窓やドアの両脇には
柱や間柱を、またそれらの頭には間
柱を置かねばなりません。
間柱は窓の下にも取付けます。こ
れら窓の上部と下部に取付けられる
間柱は、設計士や施工者によって正
確に計算されなければなりません。
標準サイズとは違った特別な寸法
の窓を発注することは可能ですが、
特注料金が課せられます。

２．額縁の手配
――３つの方法

米国製の窓・ドアは、在来工法の
家でも、額縁仕上げが簡単にできま
す。もともと２×４の幅に合わせて
生産されているため、日本の在来工
法と寸法が違うので、石膏ボードと
揃えるための拡張枠を取付ける必要
があります。これには３つの方法が
あります。
１）窓・ドアメーカーから正確な
寸法を注文させ、拡張枠を製材会社
から現場に届けさせる方法。これら
のコストは請求されます。
２）注文窓・ドアの拡張枠はたい
へんコストが高く、現場で作るほう
が安くできます。現場施工の拡張枠
のほうが、額縁処理に合わせて加工
でき、縦枠やドア枠なども正確な寸
法で作ることができます。もちろん
これにより、現場の大工さんは木製
窓にステインを塗り、窓に合わせた
製材の種類を選ぶことも可能になり
ます。もしその製材が拡張枠に合わ
ない場合は窓メーカーから取り寄せ
なければなりません。
３）もし、大工さんがステインの
コストをかけずに、木製の額縁を仕
上げたいのであれば、日本の仕上げ
済みＭＤＦの額縁がもっとも安くで
きるでしょう。
労賃はそれぞれ違いますから、ど
の方法を採用するか、慎重に考えな
ければなりません。
内装の額縁は、窓枠やドア枠の拡
張枠としての役割を持っています。

日本の額縁は使いやすく、拡張枠が
石膏ボードの見切りを隠していま
す。予算の次第で内装の額縁は生き
て来ます。

額縁の付け方
１．延長枠の取付け
２．釘の打ち方
３．日本・米国の２つの方法

１．延長枠の取付け

米国の窓・ドアは家の内部に額縁
をつけることができます。これは日
本式でも米国式の額縁どちらでも取
付け可能です。前述したとおり、窓
やドアの延長枠が唯一、考慮される
点です。
延長枠は、枠の室内の面と内部壁
の見切りの隙間をカバーするもので
す。いくつか違った素材を使います
が、施工者が仕上げをどのようにし
たいかによって決まります。
延長枠は縦枠の端より３ミリ段さ
をつけて取付けます。これはペンキ
塗装を簡単にしたり、材の違いをさ
さやかに引き立たせるためです。こ
の拡張枠の材料は、課題のひとつに
なりますが、日本の材料のが入手し
やすく、加工も簡単ではないでしょ
うか。ただ、米国の素材は洋風仕上
げをお考えの場合にぴったりくるで
しょう。

２．釘の打ち方

額縁材は、米国では表面に釘打ち
します。この釘は、頭を額縁材の表
面より深く打ち込み、後でペンキで
隠すようにします。もし額縁材が完
成品だったら、補色材を使います。
日本では隠し釘を使いますが、米
国の住宅建設ではまず使いません。
ほとんどすべての額縁に隠し釘が使
われており、ドアも隠し釘で取付け
られたりします。
隠し釘は、日本の施工者にとって
欠かすことのできない大切な道具な
のです。

３．日本・米国の２つの方法

●日本の方法
米国製の窓・ドアを使った場合、
延長枠が要らないケースがありま
す。日本のドアや窓に使われている
内部造作材がその例です。
石膏ボードより１２ミリ出ている実
つぎ材があります。内装の石膏ボー
ドがこの溝に食い込み、壁紙が額縁
の端まで続くやり方です。この材料
は正しい寸法に切ったり、米国製ド
ア・窓の枠に延長枠として付け足す
たりすることも簡単にできます。仕
上げ加工していない造作材なら木製
窓に使え、仕上げ材なら樹脂製窓に
使えます。
日本の額縁利用で次に共通してい
ることは、溝加工の枠板を使い、額

（１４ページにつづく）
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